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　「異文化交流フェスタ2011」（市国際交流協
議会主催）が開催され、市内の大学に在学す
る留学生と市民約３０人が参加しました。
　絵本による日本の七夕の紹介や折り紙や野
菜を使った七夕かざりを作成。願い事を書い
た短冊と一緒に飾り付けを行いました。
　また、市栄養改善協議会連合会高梁北支部
の皆さんによる、竹の器を使用した「七夕そ
うめん」などの料理を食べながら交流を深め
ました。
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七夕で文化交流
� （高梁総合福祉センター）
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　「春播
ま

きそばの花見会」（松原そばの会主催）
が行われ、約80㌃の斜面がかわいらしい花で
真っ白に染まりました。
　小雨模様にもかかわらず、市内外から多く
の家族連れらが訪れ、ソバの花を写真に収め
ていました。昨年収穫したソバで打ったざる
そばの販売、石臼でそばひき体験などもあり、
来場者は山里でのひとときを満喫していまし
た。

 6/
 12

ソバの花に囲まれて
� （松原町松岡）

　ＦＣ高梁吉備国際大学が参戦しているチャ
レンジリーグの試合前に、成羽備中神楽育成
会の子どもたちが、日ごろの練習成果を披露
しました。
　猿

さる

田
だ

彦
ひこの

命
みこと

の舞や大
おろ ち

蛇退治を上演。子どもた
ちの愛らしくも迫力のある舞が、会場を訪れ
た観戦者らを魅了しました。
　サッカースクールや高梁Ｂ級グルメの販売
などもあり、にぎわっていました。
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子ども備中神楽披露
� （神原スポーツ公園）

　「がんばろう日本！第26回童謡まつりイン
高梁」（市童謡のまちづくり推進委員会主催）
が行われ、幼稚園児合唱団（高梁・高梁南・
落合幼稚園）のほか、21団体が童謡の美しい
ハーモニーや演奏を披露しました。
　エンディングでは、東日本大震災の被災地
復興への思いを込めた七夕飾りをステージに
掲げ、会場全体が一つになって「たなばたさま」
「故郷」を合唱しました。
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会場いっぱいに童謡の
ハーモニー　（総合文化会館）

　今年度で11回目を迎える「備中神楽成羽保
存会研修会」（同保存会主催）が開催され、地
元住民や神楽太夫が、国重要無形民俗文化財
の「比

ひ ば

婆荒
こうじん

神神楽」（広島県庄原市）を観賞し
ました。
　神楽社の10人が、神事舞のうち４演目を上
演。茣

ご ざ

蓙舞は、ござを縄跳びのように何度も
飛び、猿田彦の舞では、優壮な演技に会場か
ら大きな拍手が送られました。
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趣の異なる神楽を鑑賞
� （日名交流館かぐら）

　「うかん親子孫フェスタ」（ＮＰＯ法人夢風
車うかん主催）が開催され、市内外から約
１２０人の家族連れが参加しました。
　岡山理科大学科学ボランティアセンターの
学生らによる「ドラム缶つぶし」などの科学
ショーや、ジュースにドライアイスを入れて
シャーベットを作る体験コーナーなどが行わ
れ、子どもたちは、日ごろできない不思議な
体験を楽しみました。
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不思議がいっぱい！
� （うかん常山公園）


